
自己点検・評価項目  活学書院                     2026 年 4 月１日 

 

５:達成している 4:ほぼ達成している 3:どちらともいえない 2:取り組みを検討中  1:改善が必要 

 

1. 教育の理念・目標 評価 

1-1 理念・目的・育成人材像は定められているか 4 

1-2 学校の特色は何か 4 

1-3 理念に基づく教育が行われているか 4 

 

＜現状・具体的な取り組み/課題＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 学校運営 評価 

2-1 運営方針は定められているか 4 

2-2 事業計画は定められているか 4 

2-3 運営組織や意思決定機能は確立され、効率的なものになっているか 4 

2-4 目標に向け授業を行うことができる要件・資質を備えた教員を確保しているか 4 

2-5 人事や賃金での処遇・職場環境の改善に関する制度は整備されているか 4 

2-6 情報システム化等による業務の効率化が図られているか 4 

2-7 学校運営を客観的に評価し、維持向上させる機能が整備されているか 4 

2-8 危機管理体制は整備されているか 4 

2-9 施設・設備は教育上の必要性及び学生の安全確保に十分対応できるよう学校教育法に基づき整

備されているか 

4 

 

＜現状・具体的な取り組み/課題＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初代理事⾧の遺志を継承し、私的留学体験価値を公共体験価値へとシフトすべく、永続的発展的好循環自

立留学システムの構築と実践に向けて、教育理念・目標を明確化し、実践している。教職員全員参加の「教

育理念・目標」勉強会を年２回開催し、校⾧を中心に理念の共有化・浸透化を計っている。また月例専任会

議でも日々の実践を共有し合っている。教職員一人一人が経営者・教育者の意識を持って、職務に当たり、

人間力の育成や学生主体の授業、学内の活動への参画意識を高めている。特に日々の生活の中では 5S や

PDCA サイクルの実践を取り入れ、学生達の自立学習・生活の能力向上を計っている。また、定期的に企業

経営者との交流も行っている。 

 

教職員一人ひとりが経営者・当事者意識を持って、実践の中で運営方針や行動指針などの構築や改善を図っ

ている。中⾧期事業計画を構築し、賃金や社員待遇については、業界平均水準以上を目指している。出席管

理においては、出席簿の IT 管理をすすめ、リアルタイムで出席率を把握できるようにしている。危機管理

や健康管理体制の構築を進め、特に季節による感染症対策などへの対応体制、文化習慣の違いにより発生す

る突発事故などへの対応体制を構築しつつ、事故の事前防止や、体調の異変があればすぐに連絡を取れるよ

う、SNS を活用している。 



 

 

3. 教育活動 評価 

3-1 カリキュラムが体系的に編成されているか、またその改善のための取り組みが行われているか 4 

3-2 学生が到達すべき日本語能力の目標が明示されているか 4 

3-3 成績評価や進級、修了の判定基準は明確になっているか 4 

3-4 教育の質、教員の指導力向上のための取り組みが行われているか 4 

3-5 各種日本語試験の認定率向上のための指導体制は整っているか 4 

3-6 到達目標は、Can-do（言語能力記述文）を用いて設定され、学生と共有されているか 2 

3-7  「自律学習能力」を育成する活動が組み込まれているか 2 

 

 

＜現状・具体的な取り組み/課題＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 学修成果 評価 

4-1 学生の日本語能力の向上が図られているか 4 

4-2 学生の日本語能力は学校が定める到達目標に達しているか 4 

4-3 学生の進路希望を適切に把握しているか 4 

4-4  評価はテストだけでなく、パフォーマンス評価や自己評価も組み合わせて実施しているか 2 

 

 

＜現状・具体的な取り組み/課題＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 カリキュラムは在籍学生が非漢字圏中心になっているので、漢字圏から非漢字圏向けのコース別レベル

別に体系的に編成されつつある。補助教材等も用いながら、進度や学習者の状況に応じて工夫するなど改善

を行っている。到達目標は、卒業までに N2 以上を取得できるように目標を掲げている。中間試験、期末試

験を前期・後期で行い、また日本語試験対策を行うなど、日本語力の向上を意識して行っている。知識偏重

型の目標から、「日本語教育の参照枠」に基づく「Can-do（課題遂行能力）」へと進めている。学生自身が

Can-do チェックリスト等を用いて学習を管理する「ポートフォリオ」の本格運用がこれからのため、サポ

ート体制の構築を急ぎたい 

 

 日々の授業だけではなく、１日４時間以上または週間 20 時間以上自宅学習を習慣づけるように指導して

いるし、PDCA サイクルを実践するように指導している。学生の日本語能力は、本校が定める到達目標にほ

ぼ達しており、希望の進路へ全員進学している。入学時及び在学中は、定期的に、学生の希望の進路を聞き

取り担当教員だけではなく教務や事務などで情報の共有を行っている。今後は日本語ポートフォリオを活

用して、さらに学生たちの自律学習能力を向上させるべく、サポート体制を構築していく。多様な評価（パ

フォーマンス評価などの導入が途上である。 



 

 

5. 学生支援 評価 

5-1 進学・就職指導に関する体制は整備され、有効に機能しているか 5 

5-2 学生の相談に関する体制は整備され、有効に機能しているか 5 

5-3 学生の心身の健康管理・事故・怪我サポートを担う体制があり、有効に機能しているか 5 

5-4 学生寮等、学生の生活環境への支援は行われているか 5 

5-5 保護者と適切に連携しているか 5 

5-6 卒業生への支援体制はあるか 5 

5-7  母語または十分に意思疎通ができる言語による対応ができるか 3 

 

＜現状・具体的な取り組み/課題＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. 在籍管理と生活指導 評価 

6-1 入国・在留関係の管理・指導と支援が適切に行われているか 5 

6-2 日本社会を理解するための支援が適切に行われているか 5 

6-3 我が国の法令を遵守させる指導を行っているか 5 

6-4 常に最新の学生情報を把握しているか 5 

6-5  災害などの事態に備え、転学支援の計画が策定されているか 2 

 

 

＜現状・具体的な取り組み/課題＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 各担任教員が学生と個人面談を行い、進学・就職希望を確認しオープンキャンパスへの参加や専門学校 

への問い合わせなどを適宜行っている。欠席があった場合、心身の健康管理についての確認や病気や怪我な

どがある場合は、病院への付き添いなどサポートを行っている。学生寮へは、月２回、教職員により点検を

行い、設備、衛生、ルールなどの確認を行い、指導を行っている。保護者には、学生の評価表を作成し送付

したうえで、担任教員等から学習状況や進路について連絡し連携している。 

卒業生から問い合わせにも積極的に応じて支援をしている。「生活指導担当者」を中心にネパール、英語等

の多言語対応窓口を整備したものの、さらなる対応言語の拡充とマニュアル化が必要である 

 

 

 入学オリエンテーションで、入国・在留関係の管理、指導、日本社会を理解するための支援、法令遵守の

指導を行っている。また、月に一度の朝昼礼や前期・後期の終了時、⾧期休み前に、教職員により適時指導

を行い、そして常に最新の学生情報を把握するため、担当教員が個人面談を行い、学生情報の確認を行って

いる。災害などの事態に備えた他校との連携協定の具体的な締結はまだである。 



 

 

7. 学生の募集と受け入れ 評価 

7-1 学生の受入方針は定められているか 4 

7-2 学生募集活動は、適正に行われているか 4 

7-3 学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか 4 

7-4 入学選考は、適正かつ公平な基準に基づき行われているか 4 

7-5 適正な定員設定および在籍者数になっているか 5 

 

 

＜現状・具体的な取り組み/課題＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8. 財務 評価 

8-1 中⾧期的に学校の財政基盤は安定しているといえるか 4 

8-2 予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか 5 

8-3 財務について会計監査が適正に行われているか 5 

8-4 財務情報公開の体制整備はできているか 2 

 

＜現状・具体的な取り組み/課題＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学生募集の説明会や面接試験に、当校の責任者が現地に赴き、適切に行っている。 

ホームページで最新の募集要項等が確認でき、問い合わせに対しても英語、ネパール語、ベトナム語や中国

語でも対応可能である。入学選考は、書類選考、面接を行い適正かつ公平な基準に基づき行っている。 

現状に相応しい学則を作成し直し、それに則って募集計画を綿密に策定し、定員を超えないように在籍管理

を徹底していく。 

 

コロナ禍後、募集活動を従来のベトナム中心からネパール、バングラディシュ、ミャンマー、スリランカ

へ広げた結果、学生数も順序に回復し、経営も安定し、財政基盤も中⾧期的に安定するようになっている。 

会計処理は適切に行っており、税理士による会計監査も毎年行われている。 

財務情報公開については、今後の課題である。 



9. 法令等の遵守 評価 

9-1 法令、設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか 4 

9-2 個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか 5 

9-3 自己点検・自己評価の実施と問題点の改善に努めているか 5 

9-4 自己点検・自己評価を公開しているか 5 

9-5 関係省庁への定期報告を遅延なく実施しているか 5 

9-6  第三者評価を受け、公表するよう努めているか 2 

9-7 内部質保証の PDCA サイクルが機能しているか 2 

 

＜現状・具体的な取り組み/課題＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10. 社会貢献 評価 

10-1 学校の教育資源や施設を活用した社会貢献を行っているか 4 

10-2 学生ボランティア活動を奨励・支援しているか 4 

 

＜現状・具体的な取り組み/課題＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 法令、設置基準等の遵守と適正な運営を行い、教職員で問題点を共有し改善を図っている。個人情報保護

に関しては個人情報ファイルの保管の徹底している。 

関係省庁への定期報告は担当者を決め、遅延なく実施している。外部の知見を入れる「第三者評価」につい

ては未実施であり、次年度の最重要課題として導入を検討する。また、PDCA によるサイクルの運用を開始

したばかりであり継続的な改善実績がこれからである。 

 

 学生ボランティア活動として学校の周りのゴミ拾いをおこなった。今後は、地域社会共生や活性化につい

て教職員で議論し実現していきたい。 

 


